
南
紀
東
牟
婁
郡
太
地
産
加
埋
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ

ー
ス

に
就

い
て

(
樹
版
節
七
舵
､
第
八
版
付

)

君

塚

康

治

那

緒

言

女
イ
ヂ

昭
和
四
年

一
月
中
村
教
授
が
南
紀
沿
岸
の
地
質
を
巡
放
さ
れ
死
際
P.
勝
浦
港
の
商
凡
五
粁
の
太

地

町
北
北
東
報
で

石
英
粗
面
岩
中
か
ら
脱
離
し
た
美
麗
を
長
石
の
結
晶
を
採
集
さ
れ
た
｡
著
者
は
其
の
材
料
に
就

き
研
究
し
た
外
､
同

年
四
月
､
越
え
て
昭
利
五
年

一
月
及
び
五
月
の
三
回
に
革
｡
付
岩
石
基
粗
面
岩
の
産
状
を
踏
査
す
る
と
共
は
'
採
集

せ
る
長
石
結
晶
に
つ
い
て
､
結
晶
撃
的
'
物
理
撃
的
､
化
撃
的
の
諸
性
質
を
研
究
し
た
｡
特
に
本
長
石
は
饗
晶
の
型

式
に
於

い
て
多
摩
多
様
で
､

.[
兄
不
規
則
な
る
基
倉
結
晶
の
如

き
も
或
る

一
定
の
法
則
は
依
る
も
の
で
興
味
が
粗
い

研
究
は
潜
み
種
々
御
指
導
下
さ
っ
た
小
川
名
尊
敬
授
並
に
中
村
敢
授
ほ
操
甚
在
る
謝
意
む
衷
す
る
｡

一
.
母
岩
石
英
租
面
岩
の
産
状
及
び
長
石
の
産
状

(-)

南
紀
沿
岸
に
分
布
す
る
所
謂
第
三
紀
層
は
､
貫
岩
､
砂
質
貫
岩
及
び
砂
岩
の
互
層
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
が
'
石
英
粗

･J
ト
ガハ

ク
Pウヅ
ガ
ウ

女
イ
ヂ

面
岩
は
之
を
賞

い
て
古
座
川
の
上
流
凡
二
〇
粁
三

尾

川

村

減

士

郷

を

固
執
と
L
t
兼
方

太

地

町
む
兼
弗
と
し
た

一
大

ク
ロウ
ヅガ
ウ

岩
脈
を
成
し
て
噴
出
し
て
ゐ
る
｡
減

士

郷

か

ら
東
牟
婁
郡
高
池
町
宇
津
木
攻
で
は
古
座
川
の
流
路
に
沿
以
'
略
来
閣

縮
約
火
中
迎
郡
火
地
顔
小
出
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ
ー

ス
に
就

い
て

萎

≡
7



姉 閲

童 ≡ 手 ± 雫

重 患 聖 へ､-一心･･｡ ､ヾ,.1;蓮 喜 療

加 lI!.ア ノ- ソクレースnJ･X.I-EElJ･近地矧主A･,L.I

1･ 節三紀愚 2･ LtB級in'(･#川和前期 皿Wi･:･ 3･糾敷石兜粗即 .･-

節
十
七
容

妨

三
助

蔓

T

T
四

の
方
向
は
､
宇
津
木
か
ら
東
部
は
北
六
〇
度
許
兼
に
偏
し
て
古
座

川
と
別
れ
'
同
郡
下
里
相
浦
伸
の
玉
ノ
浦
に
向
払
伸
び
で
ゐ
る
｡

玉
ノ
浦
で
は
東
商
東
岸
は
価
ケ
順
は
西
北
曹
梓
は
紛
白
ま
で
露
出

し
て
ゐ
る
が
'
之
よ
り
兼
､
下
里
と
太
地
と
の
間
の
峠
に
到
る
間

は
露
頚
が
見
ら
れ
伯
｡
下
里
'
太
地
間
の
峠
の
両
側

一
〇
米
許
の

朗
は
於
で
市
び
露
出
す
る
が
風
化
著
し
-
､
其
の
外
観
は
砂
岩
は

酷
似
し
て
ゐ
る
｡
此
の
峠
は
於
て
は
二
修
に
分
れ
､

一
は
兼
北
衆

の
方
向
に
伸
び
太
地
轡
の
南
棟
は
達
し
､

一
は
北
北
東
'
太
地
､

激
痛
間
の
峠
に
達
し
で
､
両
者
共
に
最
大
幅
二
〇
〇
米
に
蓮
す
る
0

〔り])(eC)

石
英
粗
面
岩
脈
は
大
部
分
は
凝
次
貿
細
粒
石
基
粗
面
岩
ま
わ
成

り
'
新
鮮
在
る
も
の
は
帯
紙
色
で
凝
磐

石
は
酷
似
し
て
ゐ
る
が
､

風
化
す
れ
ば
濃
褐
色
は
担
じ
三

見
砂
岩
と
の
置
別
が
困
難
で
あ

る
｡
成
分
鉱
物
は
砕
層
状
む
を
す
も
の
が
多

い
｡
岩
脈
と
雷

石
と

(1I)(;I)

の
接
胸
部
は
あ
つ
て
は
､
大
な
る
斑
晶
む
有
す
る
粗
粒
石
英
粗
面

岩
か
ら
成
-
特
は
長
石
の
大
晶
を
多
量
に
基
布
し
て
ゐ
る
｡

女
イヂ

粗
粒
石
英
粗
暫

石
は
､
太

地

'
東
浦
間
の
峠
､
東
牟
婁
郡
嵩
池

ゥ
ッ
ギ

ツヰ

セ

-
ヤク
ジ
ン
々
チ
ア
iJ
ク
ーーウ
ヅ

町

北

部

'
同
町

宇

津

木

及
び

月

ノ
瀬

､
明
神

村

立

倉

､

減

土
鞍
山



附
近
は
局
部
的
は
分
布
し
て
ゐ
る
が
ー大
部
分
は
風
化
進
ま
ず
長
石
結
晶
を
そ
の
ま
～
取
-
出
す
こ
と
が
出
凍
ぬ
が
､

女
イ
ヂ
太
地
､
森
浦
問
の
峠
に
於

い
て
は
風
化
著
し
-
表
両
胸
錫
に
し
て
､
脱
離
せ
る
長
石
晶
は
側
の
崩
土
の
中
に
混
在
し

て
採
集
に
便
利
で
あ
る
が
'
概
ね
乳
白
色
で
多
少
分
解
し
て
ゐ
る
｡

鶴
曙
等
を
用
弘
で
母
岩
田
か
ら
掘
-
出
す
と
新

鮮
在
る
標
晶
を
程
ら
れ
る
.

二
､
結

晶

学

的

性

質

用品
癖

長
石
管

相
は
讐

糎
内
外
の
も
の
が
普
通
で
あ
る
が
'
稀
に
は
三
糎
に
連
す
る
大
晶
も
見
ら
れ
'
晶
癖

は
二
種
あ
っ
て
二

は
側
軸
面
の
発
達
良
好
な
板
状
の
79
の
'

這

側
軸
而
及
び
底
面
の
磯
達
が
著
し
-
､

α
軸
の

Hm

姉

杖

状

1
-

==｡

粒

状

叩

〓=.

マ
ネ

バ
ッ

ハ
式
坐

HM

パ

べ

ノ

式

変

晶

カ
ー

ル
ス
バ
ー
ド
式
型
;i

後

部

壁

‖
仙

計

紡
=川
州
敬

五

六

.i

.
八

.

1
四

三

二
七
三

三〇
〇
四

八
川
八

官

分

比

山
､
二
七
八

1
.
三
二
四

三
'
二
六
EI

六
'
二
三
〇

六
八
､
五
五
四

山
九
'
三
五
〇

四
三
八

二

山0
0
､
0
0
0

備
考

カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド
埋

孤

は

A
式
で
射
判
､
左
判
凡
そ
同
数
｡

複
那
饗
nM
は
裡
那
要

目川
及

び
こ
抑
以
上
の
准
鄭
要
曲
の
放
合

を
含
む
｡

南
紀
米
車
卦
郡
太
地
歳
加
兇
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ

ー
ス
に
就

い
て

方
向
に
伸
長
し
た
方
杖
状
の
も
の
で
あ
る
.

(
第
七
版

第
l
t
2
図
参
照
)

単
品
は
英
数
少
な
-
概
ね
小
品
で
あ
る
が
p
埜
晶
を

な
す
も
の
が
多
-
'
墜
晶
に
は
カ
ー
ル
ス

バ

ー
ド
式
饗

晶
を
な
す
も
の
が
多

い
｡
今
採
集
種
本
四
三
八
二
佃
に

つ
き
分
類
し
て
見
る
と
上
表
の
迫
-
で
あ
る
｡

㈲
色
及
び
光
茸

大
多
数
の
結
晶
は
多
少
風
化
の
為

め
乳
白
色
で
'
新
鮮
在
る
も
の
は
無
色
透
明
'
改
構
光

輝
を
有
し
て
ゐ
る
が
'
底
面
は
光
輝
殊
心
強
-
他
の
而

19
..･1

.二.ii



地

球

節
十
七
番

第
三
班

右

脚

1

六

と
容
易
は
閲
別
潰
れ
る
｡

副
軸
角

底
面
と
長
軸
鼻
面
と
は
同
晶
は
伴
う
て
登
蓮
せ
舶
薦
め
此
の
両
面
の
な
す
角
は
､
側
軸
両
に
平
行
在
る

薄
片
h
T作
少
願
倣
鋸
に
依
み

測
定
し
た
｡
他
の
両
角
は
自
照
反
射
側
角
磯
を
fH
弘
で
測
定
し
た
耗
基
は
次
の
通
わ
で

あ
る
｡畠

1

1[/
01
0

-
900
)
5
1

54
r
r.

001>
100
-
116
｡
7
7

0
｡.

1
0
0

>
0
)
0

-

9
0
0
1
8
r

O
Z/.

右

の
両
角
よ
-
貸

出
せ
る
軸
角
は

"

-
90｡
8r

4
8
'J

j

9

-

に

6
｡
6
1

3
6
FI,

T

I

9
0
｡
1
3
'

1
4
F',

(川)

で
.
ク
ィ
ン
チ
〆

(A
･
N
･W
in
c
h
e
ll
)

の
表
に
放
け
る
長
石
類
の
酬
角
に
此
扱
す
る
に
､
ミ
ク
ロ
ク
リ

ン
と
ア
ノ

ー
ソ
ク
レ
ー
ス
と
の
間
の
ア
ル
カ
リ
長
石
に
潜
る
が
､

ミ
ク
ロ
ク

リ
ン
よ
-
は
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ
ー
ス
は
近
さ
も
の
の

軸
角
に
粕
骨
す
る
｡

㈹
結
晶
面

晶
癖
に
二
相
あ
る
が
'
両
角
の
測
定
に
ょ
-,L
決
定
さ
れ
た
る
結
晶
面
は
同
様
で
､
普
通
は
教
壇
せ
る

両
の
指
数
は
次
表
の
迫
-
で
あ
る
｡

0
1

0
,

0)0
,

1
1
0
.

1
)
0
,

1
1
0
,

t
t
0
,

2
0
)

.
20)
,

t
S
O
,

)30,
1
30,

)30.

021
,

021
.

0
2
1
,

0
2
)
,

1

)

1
.

1
1
1
,

1)i,
に
)
.

0
0)
,

00
1
,

次
は
示

す
譜
面
は
奴
状
結
晶

の
カ
ー

ル
ス
バ

ー
ド

A武
鑑
晶
を
な
す
も
の
に
極
め
て
柿
に
教
蓮
し
て
ゐ
る
｡

1

0
CI,

)
0
0
.

01)
.

01)
.

O
t
t,

0tt
.

oar
o
a
r

031
.

03)
.

1
2
0
,

)

2
0
,

1

2
0
.

)

20



三
､物
理

伽学
的

性

質

収 耽 結 晶

大 I'JJll 中 舶 小 品

相晶の大 き (芸..Sccmm:呉:5cc崇 :~)(壬票 ･.諜 諾･.-)(11霊 ･.xxo.I.rcmm･/ )

2.644 2.545 2.557

2.553 2.551 2.561

此 珊 2.554 2.555 2.564

2.559 2.556

2.564 2.558

平 均 此魂 2.556 2.564 2.561

粧 批 枇 'r.丁.

削 みの大 き 二- ･(22:監禁:xxa･;cc完了) I,, ･r･7,(11･.83ccmm･.XXO.A.65:諾:I)

2.545 2.663

比 誰,_: 2.556 2.666

2.661

平 均 比 魂 2.554 2,565

蹄
和
束
牛
坊
郷
太
地
席
加
朗
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ

ー
ス
に
就

い
て

川
比
重

槽
晶
は

7
郵
風
化
せ
る
外
'
正
長
石
ま
LJ

は
葦
憲
母
の
小
品
を
包
事
物
と
し
て
含
む
も
の
多
き
薦

め
､
結
晶
の
ま
ま
で
は
此
蚤
の
測
定
困
難
で
あ
る
｡
結

晶
を
砕
き
槍
鋸
の
結
果
新
鮮
在
る
部
分
を
選
び
'
且
っ

異
物
を
含
ま
ぬ
を
確
め
た
る
後
'
ツ
ー
レ

-
溶
液
を
用

払
て
測
定
せ
る
酷
基
は
上
は
示
す
通
-
で
､
晶
癖
及
び

結
晶
の
大
小
は
倦
み
多
少
の
鼻
化
が
あ
る
｡

結
晶
全
階
と
し
て
包
裏
物
の
見
ら
れ
氾
も
の
ほ
っ
p
J

吋
成
新
鮮
在
る
も
の
に
つ
き
､
測
定
せ
る
に
2
.5
5
6
内

(;
)

外
む
こ
不
し
て
ゐ
る
｡
今

ウ
ィ
ン
チ
ェ
ル

(
A

.
N

.tw
in
?

h
e
lt)

此
の
示
せ
る
長
石
の
此
釆
表
に
此
蚊
す
る
に
ミ

ク
ロ
ク
リ
ン
と

ソ
ー
ダ
ミ
ク
ロ
ク

リ
ン
の
間
の
ア
ル
カ

リ
長
石
の
或
種
の
も
の
に
利
常
す
る
｡
只
此
釆
の
み
ょ

(..i:)

-
考
察
す
れ
ば
ア
ryr,
デ
ィ
ー
ン

産
花
尚
岩
中
の
正
長
石

に
酷
似
し
て
ゐ
る
｡

忘

混

1
七



地

球

間
屈
折
率

結
晶
両

と
多
少
磨

い
て
ア
ツ
べ

氏
ト
ー

ク
.

ル
､
レ

プ

ラ
ク
ト
メ
ー
タ
ー
を

用

S
､
波
長

5
8
9.B
FLP
.

の
光
線
は
よ
-
測
定
せ

る
と
北
ハほ

一
方
ク
ロ
ー

ブ
油
と
セ
ダ
ー
油
と
の

混
合
物
を
用
以
て
測
定

せ
る
鮎
基
は
下
表
の
通

-
で
あ
る
が
､
晶
癖
及

び
結
晶
の
太

い
さ
に
依

-
多
少
の
鼻
化
が
あ
る*

紡舵棟

Np Nm Ng Ng-Np Ng-Nm 室粗

火 晶 1.5238 1.5298 1.5300 0.0062 0.0002 19oC

同 1.5240 1.5299 1.5302 0.0062 00003 19oC

申 Irllf 1,5230 1.5288 1.5290 0.006O 0.0002 19oC

小 品 1.5218 1.5280 1.5281 0.0063 0.0001 190.5C

tFll- 1.5221 1.5281 1.5282 0.0､161 0.0001 190.5C

同 1･5224 1･5290 115292 0･OO68 0･00O2 19O･5C 野

中 IJ=, 1･5229 1･5289 1･5291 010062 0･0002 1:
曝

Ng-Nm 三三t.a
0.0002 20oC.

0.0002 20oC.

0.0002

蒜

六

諾

oo-3

o

g

hu

o
'
o

N

O

l

ー

1

1

1

Ng

l
･
53

は

m

8

0

9

m

30

31

30

班

l
･
5

1
･
5

1
･
5

Np

l.5229

1.5229

平 均 1.5229

以上もこ於ける承平均屈折率は

Np Nm Ng Ng-Np Ng-Nm

1.5229 1.5294 1.5296 0.0067 0.0002

}
八
*で
あ
る
｡
結
晶
の
大

い

ru及
び
晶
癖
に
ょ
る
多

少
の
担
化
は
､
薄
片
を

槍
鋸
す
る
に
累
帯
構
造

の
教
壇
せ
る
を
見
ら
れ

る
も
の
が
あ
る
を
以
て

測
定
せ
る
面
は
よ
-
多

少
そ
の
成
分
を
異
は
す

る
は
基
因
す
る
も
の
と

恩
は
れ
る
｡
線
平
均
屈

折
率
は
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ

ー
ス
と

ミ
ク
ロ
ク
リ
ン

(.i])

と
の
間
の
ア
〝
カ
リ
長

石
の
或
種
の
屈
折
率
に

相
薗
す
る
｡

㈲
光
軸
角

正
長
軸

庇
面
に
平
行
は
近
さ
薄



片
を
作
る
特
は
略
碗
等
分
線
は
底
角
な
る
是
枕
薄
片
が
得
ら
れ
る
｡
光
軸
測
動
機
を
用
以
て
基
菊
申
ほ
で
測
定
せ
る

粘
基
は
次
表
の
迫
-
で
あ
る
0

杖 状 紙 J'lII i.f=.状 約 4I'frll

589.3LJ.･'. 490!JlJ･ 589･3リーtJl 490HJ･

28o4', 24o191, 27つ20' 23o9'

･8つ15′(T ?L諸 苧eJ 170 39'44′′(r L=Tl_iS詔oPF)

:I.I

･::
∫

光
軸
両
は
短
軸
鼻
面

(
010
)
に
略
平
行
は
し
て
､
光
単
性
は
負
､
光
軸
分
散
は
水
軍
ほ
し
で

p
>
V

消
光
角
は
短
軸
車
両
上
は
於
で
凹
乃
茸
六
度
､
底
面
上
に
於
三

一度

･
五
乃
至
五
度
｡

光
軸
面
の
位
置
及
び
光
軸
角
の
小
夜
る
瓢
は
吸
璃
長
石
は
近
似
す
る
が
､
Cf
)ネ
タ
ッ
ツ
氏

(
E
.

Jan
ne
ttaz
)

は
ロ
イ
ヤ
ー
(R
oyat)
産
の
玄
武
岩
中
の
正
長
石
の
光
軸
が

2
E

I
340
中
(
R
ed
light)

-
33
｡
中

(
B
r

.wnlight)

在
る
を
報
告
せ
ら
れ
'

且
つ
此
の
正
長
石
の
分
子
比
は

O
r46･9,
A
b50･7,
A
n2
･7

堅

不
し

て
ゐ
る
.
化
聾
成
分
よ
り
見
る
と
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ
ー
ス
･ほ
属
せ
L
U
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
'
吸

朋
長
石
と
そ
の
成
分
を
異
に
す
る
長
石
に
斯
-
の
如

き
光
軸
角
の
小
夜
る
も
の
も
知
ら
れ

てゐ

る
の
で
.
只
光
軸
角
の
小
在
る
と
rJ
ろ
か
ら

1
概
に
之
を
吸
璃
長
石
と
す
る
は
早
計
に
あ
ら
ざ

る
か
と
皿
は
れ
る
｡

西
､

化
学

成

分

板
状
結
晶
の
新
鮮
な
る
も
の
む
選
び
'
確
挿
し

て
ツ
ー
レ
ー
溶
牧
の
此
耳
二
､
五
五
と
二
､

7<
七
間
の
も
の
を
採
-
風
化
せ
る
部
分
及
び
包
事
物
を
有
す
る
も
の
を
除
去
L
t
史
に
之
を
比

韮
二
､
五
五
-
二
､
五
六
及
び
二
､
五
六
-
二
､
五
七
の
二
部
は
分
ち
､
揖
徽
鋸
下
は
包
嘉
物
並
は
分
解
せ
る
部
分

南
紀
氷
牟
坊
抑
太
地
蹟
加
里
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ
ー

ス
に
就

い
て

1讃

一
九



-
ノ
ダ
氏
の
ア
ノ
ー
ソ

ク

レ

ー
ス
と
決
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
典
に
化
撃
成
分
を
固
示
す
れ
ば
石
の
通
-
で
あ
る
O

を
得
ア
リ
ン
ダ
具

H
･
L
･
A
tZin
g
)
の
提
唱
せ
る
ア
ル
ヵ
-
長
石
の
命
名

法
に
従

へ
ば
で

イ

ポ

''1
-
サ
イ
ト
(
fly
p
op
e
r
th
ite
)
に
相
薗
す
る
0
今
ア

第 第
節一緋(lh蕊芸:556～) 節=ak(比魂…二喜㌢)

至ニ ー SiO2 64･436

淡 鶴 Ti02 nil.
AlヨOLn, 19.483

富 富憲 .031 .0 霊 .9

臣 岳 ST.o t.i:芸岩書

岸 P Nag() 3A31

律 芸:STob50oVe 1;:S486?tC∽
He02oeg官W o･366
P望05 0.053
Tota1 100,004
*

第 間
PbIABHrJ-LDSPAFT

O

o

a

b

⊂コ にご】

a･太地産加取ア ノー ソクレース
b.ア リング氏に よるア ノー ソクレース

囚

64.663

nil.
19.427

0.042

0.032

lliI.
0.384

3.711

10.968

0.502

qO.299

0.031

100.049

*
此
等
の
分
析
表
中

S
i
Oは.

百
分
比
を
換
算
し
た
る
も

の
に
つ
き
分
子
比
を
算
出

す
る
は

A
L
･10
,,

CaO,
N
aも
.

州- L｡SrAl 声1
Lt)

石r
1･凡ての粒度に於て不安光概域 2･-･.L'lli粗度に於て攻A･脚 脱 皮 選
に於て不fJl･光軸域 3･仰 札に於て も釦 古紳曳 び

地

球

妨

十

七
髄

節
三
雛

芯

八

二
〇

を
含

ま
ざ
塙
を
確
め
､
涼
太
助
手
牛
島
(
梅
音
)
氏
を
頗
は
し
た
分
析
結
基
は
次
は
示
す
温
み
で
あ
る
｡



今
化
塾
成
分
の
本
長
石
は
近
さ
も
の
を
掲
げ
て
見
る
と
.

0

I.A;
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聖
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(
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51

04

23

65

40

8

0

1

0

3

1

170

20

3

1J

l
山
0

1

SiO

TiO±

Al20:i19.427 19.560

0.042 0,060

1-0

5-0

6-0

81｡

豊

0

0

3

10
.
0
-thH､

冨劉

MgO 0,032

CaO 0.384

Na20 3.711

1(20 10.96S

H.10 0.502
(abovelO50)

F130 0.299
(belowlO50)

P･30.1 0.031

Total100.049 100.300 100.890 99.940 99.430
分子比 01･66, Or63.8, O r66･6,Or63A, Or62･6
Ab32, Ab33.7,Ab30.2, Ab34･5,Ab32.2
An2, An2.5, An 3.2, An2J, An5･2

Ⅲ
太
地
塵
長

石
(此
釆
二
㌧
五
六

-
二
､
五
七
)

(ld
)(川
)

榊

輯
牧
崖
パ
ー

サ
イ
ト

(17
)

刷

毛
ン
デ
シ

ミ
ノ塵
吸
璃
長
石

(呂
On
te

C
im
in
o
)

(伽〓

㈲
チ
ユ
ー
-
ン
ゲ

ン
産
正
長
石

(
T
h
d
rin
g
en
)

(･3
)

㈲
コ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
産
正
長
石

(
C
o
w

h

y

te
H

ead)

前
表
中
川
と
佃
と
は
よ
-
似
て
ゐ
る
が
､

潮
は

轡
取
産
の
''1
-
サ
イ
ト
で
あ
る
が
七

山は
太
地
産

の
長
石
で
､
前
掲
の
迫
-
鼎
珊
構
造
の
敬
蓮
せ
る

も
の
は
時
に
見
出
n
れ
る
が
､

''
1

-
サ
イ
ト
構
造

は
全
然
見
出
ru
れ
肘
｡

ア
ル
カ
-
長
石
は
放
け
る
パ
ー
サ
イ
ト
構
造
は
操
成
岩
中
､
酸
性
の
岩
石
の
成
分
を
な
す
ア
ル
カ
リ
長
石
に
は
容

(.り)

易
に
見
出
ruれ
る
が
､
火
山
岩
中
の
長
石
に
は
多
-
は
知
ら
れ
て
屠
ら
ぬ
｡
紳

津

救

援
が
肥
前
麟
絵
島
産
の
管
連
粗

面
岩
中
の
次
闇
倣
斜
長
石
又
は
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ

ー
ス
と
し
て
報
脅

さ
れ
た
長
石
に
僅
か
に
観
察

さ
れ
ね
に
留
る
様
で

南
紀
氷
や
鮎
郡
火
地
産
加
Sj
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ
ー

ス
に
就

い
て

忘

れ

二
1



地

球

第
十
七

谷

第

三

班

i(-)

二二

あ
る
｡
次
ぎ
ほ
他
の
列
㈲
抑
制
は
正
長
石
叉
は
改
構
長
石
と
命
名
さ
れ
て
ゐ
る
が
､
此
の
五
種
の
昆
布
は
此
子
比
を
比
較

す
る
と
大
鰹
似
て
ゐ
る
｡
然
し
て

一
は
バ
ー
サ
イ
-
と
成
-
他
は
パ
ー
サ
イ
-
と
成
ら
ぬ
が
､
生
成
の
途
中
､
或
る

事
情
の
下
で
は
パ
ー
サ
イ
ト
と
成
-
､
ま
ね
或
る
事
情
の
下
で
は
パ
ー
サ
イ
ト
と
成
ら
ず
類
質
同
棲
を
成
し
何
か
も

低
弧
は
於
て
も
trl
I
サ
イ
ト
構
造
に
移
ら
拍
も
の
は
成
る
と
揖
は
れ
る
.
ア
〝
カ

-
長
石
は
就

5,
て
フ
ォ
ー
グ
ト
氏

及
び
ク
ォ
レ
ン
氏
両
氏

(
V
ogt
and
W
arren)
ほ
よ
り
論
ぜ
ら
れ
た
平
衡
闘
係
は
､
正
長
石
､
曹
長
石
､
次
長
石

(川
)

の
三
成
分
系
の
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
通
用
さ
れ
氾
吸
合
が
あ
る
で
は
を

い
か
と
息
は
れ
､

一
八
六
四
年

チ

ェ

ヤ
.マ
ク

氏
(T
sch
e
rm
a
k
)
が
提
唱
rB
れ
た
様
は
赦
貿
同
像
を
成
す
場
合
が
あ
る
で
は
な

い
か
と
考

へ
ら
れ
る
｡

五
ー
加
里
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ
ー

ス
の
命
名

㈲
正
長
石
､
曹
長
石
列
の
紙
質
同
僚

7
八
六
四
年
チ
ェ
ヤ
マ
ク
氏

(G
･･T
SCh
e
rm
a
k
)
は
正
長
石
､
曹
長
石
列
も

凡
ゆ
る
比
を
以
っ
て
租
肇
同
像
を
成
す
も
の
と
し
て
､
此
惑
､
化
撃
成
分
等
ほ
依
っ
て
之
を
五
群
に
分
っ
た
が
､
.'1

-
サ
イ
ト
の
ノ研
究
が
聴
衆
せ
ら
れ

てか
ら
後
此
の
考
詮
を
撤
同
ruれ
ね
｡

.i
面

パ
ー
サ
イ
ト
は
就

い
て
見
る
と
､
火
山
岩
中
は
含
ま
る
る
も
の
の
現
出
は
極
め
て
柿
で
あ
る
｡
太
地
産
の
長

市
は
そ
の
化
撃
成
分
は
放
て
は
前
掲
の
様
に
掛
取
産
の
パ
ー
サ
イ
ト
壱
酷
似
し
て
ゐ
る
ほ
か
･,
は
ら
ず
､
前
者
は
石

英
風
面
岩
申
､
後
者
は
ペ
グ

マ
タ
イ
ト
の
成
分
傭
物
と
し
て
現
川
す
る
｡
畢
罷
岩
石
珪
戒
の
途
次
､
急
冷
は
よ
る
も

の
の
中
に
含
ま
る
る
ア
ル
カ

-
長
石
に
は
､
漸
袷
に
-
る
岩
石
申
ほ
て
パ
ー
サ
イ
-
と
な
る
..(
q
Jも
の
が
､
低
渦
は



で
も
安
定
な
る
瓶
貿
同
便
を
な
す
場
合
が
あ
る
で
は
な

い
か
と
恩
は
れ
る
｡
若
し
低
楓
は
於
で
不
安
定
で
全
部

'',
-

サ
イ
ト
構
造
を
夜
す
79
の
ほ
移
る
べ
き
も
の
と
す
る
な
ら
ば
火
山
岩
中
に
は
可
成
は
多
数
の
パ
ー
サ
イ
ト
を
誕
め
ら

れ
夜
く
て
は
か
ら
ぬ
｡

㈲
ア

ノ
ヰ

タ
レ
よ

ァ
ノ
ー
ソ
ク

レ

ー
ス
慧

名
稗
は
､
geSL
ゼ

ン
ブ
ッ
シ
ュEf
(
R
.
senbu
sch
)堤

-
初
め

て
提
唱

さ
れ
た
も
の
で
虜

開
角
が
九

〇
度
よ

-
僕
か
ほ
異
在
る
か
又
は
全
然
異
ら
拍
二
義

晶
系
の
加
盟
闇
連
長
石
を

包
宿
し
て
輿

へ
ね
名
稗
で
あ
っ
て
'
由
釆
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ
ー
ス
在
る
名
桁
は
.
曹
長
石
-
衣
長
石
列
に
於
け
る
如
-

明
白
な
る
或
る
成
分
む
有
す
る
長
石
と
限
定
せ
ら
る
る
如
き
名
栴

分 子 比

Or56.3,Ab43･7,

or63.4,Ab34.5,An2ユ

or63.6,Ab34.7,ATll･7

or66.6,Ab30.2,An3.2

or62.6,Ab32.2,4An5･2

or68.2,Ab31.4,AnO.4

0r46.9,Ab50.7,An2･4

名 榊 産 地

(lLq)
lFl･:長 7=1-Montana･

(･1'11
同 Thllringen.

('1:i)
同 Fichtelgebirge,

放秘技ポ ii73ntecimin｡.

nミ長 才.I83)whyteHead.
(L･1t)

同 L)ungannon･
(1▲l)
Royat･
(.Jr･)
pennsylvania. Or55.5,AbA･5

左'i'kansas. Or50, Ab50

同

同

同

で
な

い
o

姻m乃
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ル
氏

(A
.
N
,

Winchelt)は

屈
折
率

N
p
I
t.･5234.
N
m

It.5
294
,
N
g
=
)･5305

比

重

2
.5
5

光

軸
角

32
0-
51.

化
撃
成
分

O
r5
0
,
A
b
5
0,
と
掲
げ
て
ゐ
る

｡

Ill
)
ア
リ
ン
グ
氏
(H
.

L.Altin
g
)
は
化
学
成
分
に
よ
♭
数
畳
的
に

ア
ノ
ー
ソ
ク

レ
ー
ス

を限
定
し
て
ゐ
る
｡
即
ち
次
長
石
を
除
去
し

た
分
子
比
が

O
r

7
0,
A
b
30
乃
至

O
r2
0.A
b
8
0

の
間
の
成
分

む
有
す
る
79
の
と

定
義
し
て
ゐ
る
｡

今
撃
者
に
依
-
己
に
報
忠
rJ
れ
た
ア
ル

カ
リ
長
石
に
つ
き
ア
リ

ン
グ
氏
の
ア
ノ
ー
リ
ク
レ
ー
ス
の
範
園
に

入
る
数
種
を
掲
げ
て
見

る
に
上
表
の
如
-
で
あ

る
｡

南
紀
火
中
姓
邦
火
地
膚
加
舶
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ

ー
ス
に
就

い
て

1
八
一

二
二



地

球

鈴
十
七
令

姉
三
舵

1(
二

二
四

右
の
表
に
就

い
て
見
る
と
何
れ
79
パ

ー
サ
イ
ト
は
あ
ら
ず
し
て
正
長
石
又
は
吸
粥
長
石
と
命
名
さ
れ
て
ゐ
る
が
､

(I;
)
7
-
ン
グ
氏

(
fI,
i
,
A

ttin
g
)
の
提
唱
さ
れ
た
ア
ル
カ

リ
長
石
の
名
柵
中
の

ハ
イ
ポ

パ
ー
サ
イ
ト
'

叉
は
ユ
ー
テ

ク
ー
パ
ー
サ
イ
ー
は
想

写

る
も
の
が
卑

責

､
(a
)<
ヤ
マ
ク
誓

G
.
T
s
c
h
e
rm
a
k
)

の
ア
マ
ゾ

ニ
ッ
-
列
､
又
は

ロ

キ
ソ
ク
ラ
ス
列
は
朝
雷
し
て
ゐ
る
｡

㈱
加
盟
ア
ノ

ー
ソ
タ
レ
～
ス

太
地
崖
長
石
は
つ
い
て
見
る
ほ
､
軸
角

b･
.

β
､
-一
､
共
は
九

〇
度
在
ら
ず
し
て

三
斜
晶
系
は
属
し
､
屈
折
率
及
び
光
軸
角
は
共
に
吸
璃
長
石
又
は
正
長
石
と
其
の
趣

き
を
典
ほ
し
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ
ー

(n
)

ス
に
似
て
､
ア
リ
ン
グ
氏

(
H
.
i
.
A

ilin
g
)

の
ハ
イ
ポ
パ
ー
サ
イ
ト
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
､

パ
ー
サ
イ
ト

構
造
は
全
然
静
め
ら
れ
ぬ
｡
社
家
の
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ
ー
ス
在
る
名
租
を
用
ふ
る
と
せ
ば
'
正
長
石
の
分
量
多

き
に
過

ぐ
る
を
以
て
加
盟
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ
ー
ス
と
命
名
し
て
奴
璃
長
石
と
筒
別
す
る
が
穏
常
で
は
夜

い
か
と
は
惟

さ
れ
る
｡

(;i
)

(
附

)

省
村
は

大
正
十
二
年
水
火
和
樹
.I-故
山
火
山
称
を
小
心
･u
L
て
敬
川
し
た
桁
英
尖
山
紫
を
即
死
し
て
ゐ
る
が
比
の
石
英
安
山
川村
中
に
食
ま
れ
て
ゐ

る
長
石
の

1
に
朋
新
車
､
及
び
光
軸
角
韓
よ
り
此
の
大
地
鹿
加
即
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ
ー
ス
に
酷
似
す
る
も
の
を
見
て
ゐ
る
が
'
何
分
秋
山:G
の
中

の

も
の
で
然
か
も
小
品
で
'
締
=冊
塔
的
給
仕
甥
を
附
む
る
こ
と
が
山
非
ぬ
が
､
太
地
産
加
用
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ
ー
ス
の
1
抑
で
あ
る
と
倍
ず
rt+
'

六

､

饗

晶

-

(27
)
(
2j
)
(
,,fi
)(
a
)

壁

晶

は

'

骨

法
塞
晶

(N
o
rm
al

tw
in
)
平
行
壁
晶

(P
a

ral
le
〓
wi
n
)

及
び
視
雅
雄
晶

(
C
o
m
p

t
e
x

t
wi

n
)

(,,ST)

の
三
種
に
分
数
ra
れ
る
.
今
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ル
氏

(A
.
N
.W
in
ch
e]))
の
掲
げ
た
る
定
義
を
見
る
ほ
'

骨
法
壁
晶

(N
orm
a
l

twi
n
)

は
壁
品
軸
が
接
合
面
に
直
角
在
る
壁
晶
を

1
宿
し
､

平
行
班
晶
(
P

a

ra
l
t
e
t

t

w
in
)

は
壁
晶
榊
が
接
合
面
に
平
行
を
る
壁
晶
を

一
宿
し
､



複
郁
雄
晶

(
C
om
p
ie
x
t
w
in
)
は

ー

骨
法
饗
晶
及
び
平
和
壁
晶
が
同

山
の
接
合
面
を
有
す
る
79
の
を

一
宿
し
て

ゐ
る
0
加
里
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ
ー
ス
の
讐

m
ほ
就

い
て
見
る
と
'
骨
法
讐

相
と
平
行
讐

E=
､
叉
は
骨
法
讐

冒

骨
法
壁
と
が

慧

る
雷

接
合

と
せ
る
鷺

の

議

が
'

然
か
基

数
に
慧

ら
れ
る
｡
(S
,

(i.)

(BJ
(抑
)が
'-
ド
氏
(
M
.F
.G
onnard)
､
フ
ォ
ー
ス
ト
ナ
ー
氏

(H
･
F
6rstner
)､
ポ
イ
テ
ル
氏

(A
･
B
eutelt)､
ク
ロ

(那
)

(g;)(Pc)

ッ
ク
マ
ン
氏

(F
,
K
lockm
an
n
)
､
グ
ィ
i,h
エ
氏

(
W
･
A
･V
igier)､
ゴ

ー

ル

ド
,V

",ッ
ト
氏
(V
･
G
o
l
d
sch
m
id
t)

(S
)(S
)

ド
ル
ー
ブ
:

氏

(M
.

Juti
e

n
Drugm
an)､
及
び
其
他
の
尊
者
に
依
-
此
の
種
の
讐

m
の
或
も
の
に
就
き
報
告

(～C,)

(S
)

さ
れ
て
ゐ
る
｡
就
中
グ

-ジ
エ
氏

(M
,
A
･
V
ig
ier
)
は
之
を
規
則
正
し

さ
晶
群
と
し

三
宿

さ
れ
､

ま
た
ゴ
ー

ル

ド
竺

ミ
ッ
ト
及
び
シ
ご

-
ダ
ー
両
氏

(V
.
G
otd
s
chm
idt
u
･
R
･
S
ch
r6
d
er
)
の
如
き
は
此
の
種
の
壁
晶
の
或
る

も
の
に
央
れ
-

､
集
晶
の
名
精
を
典

へ
て
ゐ
る
｡

(41)

(エ
甘
)

我
が
間
に
於
言

放
醐
保
博
士
,
鵬
津
教
授
及
芸

教
授
等
に
依
っ
て

革
る
-

を
報
嘗

れ
去

る
蒜

中

和
揖
授
は
美
濃
図
中
津
川
及
び
素
木
産
正
長
石
並
に
近
江
関
川
上
山
産
の
正
長
石
の
讐

相
中
'

言

霊

表

饗
晶

と
,
バ
べ
ノ
式
讐

相
を
揮
ふ

1
群
を
､

マ
ネ
霊

ハ
式
及
び
ご

ノ
式
響

相
の
中
間
型
の
響

M
と
し
て
､
バ
ネ
rrJl
ッ
バ

墜
晶
在
る
名
桁
を
典

へ
ら
れ
ね
｡

著
者
は
太
地
産
加
盟
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ
ー
ス
に
就

い
て
､
既
に
報
告
ruれ
た
も
の
の
外
､
多
数
の
此
の
種
の
讐

冒

磯
風
し
た
0
是
等
の
響

蒜

は
只
偶
然
の
集
各
在
ら
ず
L

V.
偶
鯉
間
竺

定
の
法
則
を
見
出
さ
れ
る
｡

今
祖
師
在
る
斑
晶
に
於

い
て
幌
に
次
の
三
群
に
分
っ

て見
る
ほ
､

南
紀
恥
牟
故
郷
太
地
韓
加
E;
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ
ー
ス
に
就

い
て

小
会

二
光



A,甘法理晶(Normaltwin)

要 晶 柵 接 令 耐

_L(010) (010)

｣_(001) (001)

⊥(021) (012)

⊥(021) (0乳)

⊥(110〕 (110〕

⊥(1‡0) (1‡0)

⊥(111) (ill)

⊥(Ilf1) (Tll)

饗 J',7,の名和 備 考

ア)Z'バイ ト式変晶
(Albitetw.〕

マ トバ ツノ式1ie'晶
(Manebachtw.)

バぺノ式(蘇)聖晶
(Baveno(R)t.W.)

パべノ式(尤)饗晶
(Baveno(Ljt.W,)

1:LI開式(オ｢)斑晶
(Prism(ll)tw.)

粧 而式(ZTr-.)壁晶
(Prism(L)tw.)

9lfiTTll式(右)壁晶
(Pyramid(氏)tw.)

Gll潤 式(/(..)集晶
(Pyramid(L)tw.)

独立 した聖晶は変見きれねがカ
ー ルスバー ドA式及びJZぺノ式
蟹晶に作ふ｡

陶立 して･呪川す る外､カー)i,A
パードA式及びパべノ式雀堅晶に
件ふ｡

弼立の外､バべ ノ式(LJl')(/.I.)マ
ネバ ツノ､式及びアクラインA式
望晶L,=作ふo

差 ;I::､∴ -_;::･て;._:'-{':'llt';::
'JAt晶I,=件ふO

渦hJIJこしJlr:集 晶は静ELlきれ泊が､
カー ル スバー ドA式聖JF.71Eこ作ふ

也

鎌

獅3;I二しては現川せねが､カール
スパー ドA式聖品に作ふ｡

･T主
犯立 しては現川'せねが､バベ ノ 十
式 マネバツノ､式及びカールスバ セ
ードA式壁晶に仰Jt｡ 怨

鍋立 しては硯lrtlせぬが､/<べ /
式マネバツノ､式及びカールスノヾ
- ドA式饗晶L,=作ふO

節
B.平行嬰F'.,'1(Paralleltwin)

埜 lV.軸 接 合 耐 1_iE晶の名柿 僻 替

独立 して現川するダト､カールス

ー ~二t二 て∴ ~∵ 二二 ~ :ll:-∴ ~~

c I,･･d, 0-LO ((jtt,r'li;dl'三(I::tLs::,

朔立 して現川する外､ カ ー ルス
バー ドA三己じ(iL:_)カールスノヾ-ド
B式アクラインA式マネバ ッハ
式埜rVllて仰ふ｡

カーJL,スバ-ドB式 獅放 したるuiet馴ま資 見せ られぬ 六

C 軸 1OO C(Tc%a)13fi監dB(Ⅴ)tw.) 警告 ルスバqドA式饗晶'=fFI

c 柵 ioo 転 義b7Tna'd'4-,(li;t芸.) 警 崇 禦 増 量 競 錆

I, .F･･. (001) (7Agc.fne!譜 ,LRrTi･ 買芸志≡孟警 盟 孟禁 b]



絹
紀
火
車
凝

抑太地
掩
加
ユーと
ア
ノ
ー

ソ

ク

レ
ー

ス

に
就

い
て

七'

i(201〕 010 (ltHf筈望盟 '-j'?(iLm3号 警聖霊 禦 豊 基孟需

･(201) 0,0 甲 ■;芝 .7(T-IsdtJL1-i(笥5'75 禦 識 牒 O'U~ルス

C･節弓.T1.枚郷馴 ･(Complextwinofthefirstorder･)

饗 Ir,IE,.[油 =),lr:合 Tm- 1E.V.の朋 柱

脚 (010) 誌 三el_:a-r:sb-a'd芸 .;:'A-"i

D. 節二抑榊 溜川.I.(Comp一extwinofthesecondorder･)

班 .･.川 1 接 1㌢仰 那 IのfJWL 傭
Jl'-

- :liOoAび 藤 鰐 .) 三 甲 誹 耕

C仙及び

⊥(201)

カ_ル スバ ー ドA式一見
帥戊榊式饗 仇

(010) (goa霊 btai.A-Macro~)

E.箪三抑枚邦雄瓜(CumFlextwinofthethirdorder:)

蟹Il.T.の名桝

カール,スバ ー ドA-ilfi
巾式STri開式壁Ir.TJl
カール スパ ー ドA-ア
クラ インA式埋晶

カール スバー ドA-マ
ネバ ツ-式壁品

カール スパー ドA-'ヾ
べ ノ式 蟹 品

カール スバ ー ドA一粧
巾ほて要 晶

カール スバ-ドA-カ
ール ス,'<-ドB式製品

マ ネバ ツノ､- '̂べ ノ式
TIE'llJ,'J

バべ ノー バぺ ノ式蟹ITI'[

(C慧 badA-pyramid)

(cEltri:badA-aclineA)

(catri:badA~Manebach)

(catris.badA-Baveno)

(C慧 badA-prism)

(catlis.badA-GarlsbadB)

(M;諾bach~Baveno)
(Batvwe.no-Baveno)



也

球

蒜 ノ~アルJ<イトラで (Batvwe.no~albite)

蒜 .i /~ア クライ ン式 (Batvwe.no-aclineA)

バべ ノー抑 式Jiy･.r･ (Batvwe.no-pyramid)

品 'J'.バ ツノ､卿 式斑 (Mta崇bach-pyramid)

節
十
七
啓

第

三
軟

式

3'

二
八

用
務

叫
種
複
雑
讐
晶

即
ち
骨
法
埜
晶
と
平
行
埜
晶
と
が
同

1
の
接
各
面
を
有
す
る

斑
晶
O

㈱
第
二
種
複
放
饗
晶

平
行
壁
晶
二
側
が
'
同
じ
接
各
面
を
有
す
る
壁
晶
.

聞
第
三
種
複
雑
蟹
晶

平
行
度
晶
と
常
飲
壁
晶
､
及
び
常
法
要
晶
壱
骨
怯
饗
晶
と
が

異
凝
る
両
を
接
合
両
は
有
す
る
隻
晶
｡

前
掲
の
定
義
に
僻
み
､
加
盟
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ

ー
ス
の
壁
晶
は
つ
き
､
現
在
ま
で
に
決

定
せ
る
墜
晶
を
琴

不
す
れ
ば
前
掲
の
通
い

で
あ
る
｡

七
､
饗
晶

の

説

明

(
A
)

常

連

聾

晶

(
1

)

ア
ル

バ
イ
ト
武
鑑
晶

ア
ル

バ
イ
ト
式
蟹
晶
は
加
旦
ア
ノ
ー
ソ
ー

ク

レ
ー
ス
は

於
で
は
､
朝
角

b,が
九
〇
度
よ
り
壁
典
す
る
こ
と
が
著
し
-
な

い
LJ
め
'

外
形
上
か
ら

は
平
行
連
晶
は
似
て
ゐ
る
が
､
縫
各
線
の
明
瞭
な
る
も
の
が
あ
っ
て
置
別
n
れ
る
外
'

槍
鋸
に
ょ
れ
ば
容
易
は
識
別
ruれ
る
｡
ア
ル

バ
イ
ト
式
饗
晶
は
狗
立
し
て
は
聴
見
誤
れ

Vよ
が
､
カ
ー
ル
ス
.,'
-
ド

A
式
及
び
.I',
べ
ノ
式
埜
晶
と
仲
以
､
第

一
種
､
第
三
種
の
複

新
盤
晶
を
成
し
て
現
出
す
る
｡

第
七
髄
､
節
8
園
は
､
板
状
鈷
晶
A
､
B
､
虹
状
結
晶
C
t
D
の
四
掴
浬
の
基
倉
に



て
第
三
積
載
難
隻
晶
､
カ

ー
ル
ス
バ
ー
ド

A
(左
)･.･:
-,
べ
ノ
(
右
)
式
艶
晶
及
び
バ
べ
ノ
(
右

)I
ア
ル
バ
イ
ト
武
雄
晶

の
亀
倉
で
あ
る
が
､
佃
髄
C
と
D
と
は
ァ
ル

バ
イ
ト
式
壁
晶
を
な
す
｡

第
9
閲
は
板
状
管

柑
四
偶
に
で
第

一
種
複
雅
雄
晶
'
ア
ル

バ
イ
ト
-
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド

A
武
雄
晶
を
構
成
す
る
が

個
膿
C
は
A
に
射
し
短
軸
麿
面
を
墜
晶
面
と
し
て

一
八
〇
度
回
晒
し
て
同
而
"LJ接
合
面
と
す
る
｡

物

マ
ネ
バ
ッ
ハ
式
埜
晶

マ
ネ
バ
ッ
ハ
式
埜
晶
は
準

止
し
て
現
出
す
る
が
､
猫
立
す
る
も
の
は
､
概
ね
粧

状

結

晶

の

場
合
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
｡
第
七
版
'
第
4
園
は
マ
ネ
バ
ヅ
♪
式
埜
晶
で
あ
る
が
'
底
面
､
兼
軸
卓
何

､

粒

再
の
礎
連

良
好
に
し
て
､
錐
而
及
び
長
軸
庇
面
､
短
軸
底
面
を
散

5'
で
ゐ
る
｡

マ
ネ
バ
ッ
ハ
武
豊
晶
は
此
の
外
'

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド

A
式
及
び
バ
べ
ノ
武
雄
晶
と
件
以
第
三
種
複
郁
雄
晶
恕
成
す

第
七
版
､
第
7
閲
は
､
板
状
結
晶
A
､
B
､
柱
状
結
晶
C
､
D
､
E
の
五
個
憶
よ
み
成
-
第
三
掩
複
雅
雄
晶
の
複

離
在
る
集
合
で
あ
る
が
､
個
股
E
は
C
に
封
し
底
両
を
埜
晶
両
と
し
て

一
八

〇
度
回
晒
し
た
る
位
置
は
於

で同
面
を

接
各
面
と
し
て
ゐ
る
｡

姉
11
圏
は
叔
状
結
晶
B
t

Ct
D
t
E
及
び
杖
状
結
晶
A
在
る
五
個
慨
よ
み
在
る
第
三
種
視
新
堂
晶
の
祐
灘
な
る

集
合
で
あ
る
が
'
粒
状
結
晶
A
は
､
板
状
結
晶
B
に
対
し
て
､

底
面
を
埜
晶
面
及
び
接
合
面
と
L
tTJ
マ
ネ
バ
ジ
バ
武

雄
晶
を
形
成
す
る
｡

第
八
版
､
第
17
間
は
'
版
状
結
晶
A
､
P3
'

C､
D
の
凹
胸
懐
よ
-
成
-
第
三
礁
郁
雄
晶
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド

A
I

マ
ネ
バ
ッ
ハ

式
饗
晶
を
形
成
す
る
が
､
桐
鯉
A
と
C
と
は
マ
ネ
バ
ッ
Jl
武
雄
晶
を
覆
し
て
ゐ
る
｡

･
聞
バ
ペ
ノ
式
隻
晶

バ
べ
ノ
式
壁
晶
は
第
八
版
､
第
12
園
は
於
け
る
如
-
狗
立
し
て
現
出
す
る
が
'
多
-
は
壮
状

輔
紀
火
中
敏
郎
太
地
席
加
的
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ
ー

ス
に
就

い
て

]八七

二
九



地

球

節

十

七

懸

節

三
雄

六
八

三
〇

結
晶
の
場
合
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
｡
狗
立
せ
る
.,l
べ
ノ
式
壁
晶
は
於
で
は
､
(
右
)(
左
)
む
識
別
す
る
こ
と
外
形
上
よ
む

は
困
難
で
あ
る
が
､
凝
離
饗
晶
を
成
す
時
は
容
易
は
匿
別
さ
れ
る
.

fJr;
I(
ノ
式
壁
晶
は
猟
宜
し
で
現
出
す
る
外
､
.rrT
べ
ノ
式
､

マ
ネ
5'l
三

式
､
ア
ク
ラ
イ
ン
A
式
の
饗
晶
を
伴
以
､

節
三
種
複
雅
雄
晶
を
形
成
す
る
｡

筋
七
版
､
節
5
閲
は
､
杖
状
結
晶
Da
P
G
及
故
状
結
晶
A
､

C､
D
､
丑
t
y
在
る
七
個
鰭
は
よ
る
第
三
種
複
雅

雄
晶
の
複
郵
在
る
集
合

を
成
す
が
p
桐
鰻
Eq
と
C
と
は
バ
ベ
ノ
式
石
壁
晶
を
成
し
､
cq
と
G
及
び
丑
と
C
と
は
バ
べ

ノ
式
(
左
)壁
晶
を
成
す
｡

第
7
閲
に
於
け
る
個
鰻
C
と
D
と
は
バ
べ
ノ
式
(
左
)埜
晶
.

第
8
閲
は
於
け
る
個
盤
A
と
C
と
は
.rrl
べ
ノ
式
(
石
)埜
晶
｡

第
11
閲
に
放
け
る
個
鰹
A
と
D
と
は
バ
べ
ノ
式
(
左
)壁
晶
､
む
成
し
て
ゐ
る
.

姉八
髄
､
姉
13
園
は
種
状
結
晶
A
､
Fq
P
C
の
三
胸
腔
に
ょ
-
.I,1
べ
ノ
ー
錐
面
式
壁
晶
在
る
第
三
稀
複
灘
壁
晶
を

成
す
が
､
個
健
A
と
お
と
は
'',l
べ
ノ
式
(
左
)壁
晶
を
成
す
｡

節

14
閲
は
七
個
髄
よ
む
成
る
妨
三
種
凝
離
壁
晶
の
複
郵
な
る
基
4
1
で
あ
る
が
'
個
健
Fq
と
D
と
は
バ
ベ
ノ
式
(
左
)

壁
晶
､
A
と
C
と
は
バ
べ
ノ
式
(
着
)埜
晶
を
形
成
す
る
｡

第
15
園
は
､
四
桐
の
粍
状
結
晶
A
､
B
､

C､
D
に
依

-
第
三
電
視
新
盤
晶
の
集
合
で
あ
る
が
､
佃
閣
A
と
C
と

は
バ
べ
ノ
式
(
左
)集
晶
p
A
と
Fq
と
は
バ
べ
ノ
式
(
右
)墜
晶
を
形
成
す
る
｡

第
19
園
は
十
二
榊
健
に
よ
る
姉
三
種
複
郷
壁
日脚
の
基
令
で
､
政
79
複
新
在
る
も
の
の

一
つ
で
あ
る
が
､
個
健
J
と



Ⅰ
と
は
パ
べ
ノ
式
(
左
)埜
晶
､
H
と
Ⅰ
と
は
バ
べ
ノ
式
(
左
)埜
晶
を
形
成
す
る
｡

仲
杜
面
武
雄
晶

杜
面
式
讐

m
は
讐

嵩

に
(
1
1
0

)
及
び
(
l
io
)
の
二
種
あ
っ
三

石
)
(
左
)
の
二
様
は
匿
別
さ
れ

る
｡
杜
面
式
隻
晶
は
狗
立
し
這

見
出
せ
粕
が
､

カ
ー
ル
ス
T

ド
A
式
讐

相
を
件
以
､
カ

ー
ル
ス

で

ド

A
-
桂

面
式
讐

叩
在
る
聖

轟

複
邪
響

貰

な
し
て
現
出
す
る
｡

(T･)

我
閲
に
於

い

ては
杜
術
式
響

叩
け
就

い
V
p
高

田

愛
次
郎
氏
は
依
-
､
E}-
斐
開
平
輝
度
の
氷
長
石
は
つ
き
報
菅
rJ

れ
て
ゐ
る
が
､
禦

止
せ
る
も
の
か
否
か
は
報
告
rb
れ
て
ゐ
誓

第
八
版
･
第
20
間
は
四
桐
の
板
状
結
晶
A
,
B
､

Ct
D
に
甘
-
第
三
種
遊
離
響

冒

形
成
す
る
が
､
個
翌

は

C
に
対
し
て
杜
更
1
1
0
)
を
警

笛

と
せ
る
杜
面
式
(
秦
)讐

M
を
形
成
す
る
｡

囲

錐
面
式
慧

錐
菅

笠

面
と
す
る
-

で
,
木
裏

に
笠

す
る
-

位
錐
面
(
l
i
l

)
及
ビ
(
.l
i
l
)

義

晶
面
と
し
･
錐
面
式
讐

E
(
秦
)(
左
)
の
二
穂
誌

別
-

る
｡
錐
面
式
讐

uH
は
翌

し
志

茂

孟

宗

､

.I,

''!

ノ
式
,
マ
ネ

,,,,
ッ
芸

､
及
涙

カ
ー
ル
芸

-
ド
A
式
讐

脚
と
典
に
節
三
種
複
雑
響

冒

な
し

て現
出
す
る
｡

姉
七
版
pA
第
6
間
は
,
柱

状

結

晶

A

･
B
,
C三
桐
に
よ
-

-
ル
ニ

ー
ド

A
-
錐
面
式
な
る
竺

種
複
雑
饗

晶
を
構
成
す
る
が
､
個
性
C

は

A

に
対
し
(
i.i
l
)
を
警

笛

と
す
る
錐
面
式
(
宥
)讐

m
を
を
す
｡

警

固
豊

胸
の
結
晶
､
A
･
Fq
,

C･
D
･
E
よ
-

る
堕

二
種
遊
離
讐

相
の
基
令
で
あ
る
が
､
個
署

は
B

に
封
し
錐
面
(
T
1
1
を
警

笛

と
す
る
錐
面
式
(
着
)
讐

川
を
覆
す
｡

第
八
版
,
節
13

岡
は
三
相
の
結
晶
A
,
B
,
C
よ
-
成
す
竺

種
複
雑
響

叩
雲

ノ
(
左
)-
錐
面
(
右
)
式
埜
晶
芸

す
が
個
髄
C
は
A
に
勤
し
錐
面
(
叫
1.i
)
を
警

笛

と
し
て
'
錐
面
式
(
右
)讐

附
を
夜
す
｡

頼
如
光
年
課

志

雷

撃

ノ
ー
リ
ク

レ
ー
ス
に
就

い
て

亮

≡



地

球

節
十
七
食

餌
三
雛

7九〇

三
二

第
は
問
は
七
個
の
結
晶
よ
わ
在
る
第
三
種
複
新
斐
晶
の
集
合
で
あ
る
が
､
個
捜
G
は
B
は
勤
し
(
ど

)

)
を
墜
晶
両

を
す
る
錐
面
式
(左
)壁
晶
を
な
す

.

(逝
)卒

行

饗

晶

(
1

)

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
式
埜
晶

C
酌
む
埜
晶
軸
と
L
t

左
右
の
禿
軸
卓
両
を
接
合
面
と
す
る
壁
晶
で
､
0
1
0
(胡
)

を
接
各
面
と
す
る
時
は
正
規
の
位
置
は
あ
る
個
憶
は
左
側
は
任
し
､

Oi冨
接
合
面
と
す
る
時
は
右
側
に
位
す
る
｡
モ

ー
ス
氏
(買
ob
s
)
の
置
別
rJれ
穴
蔵
は
前
者
を
(
左
)壁
晶
､
後
者
を
(
右
)壁
晶
と
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
式
埜
晶
を
置

別
す
る
乙
と
は
複
雑
壁
晶
を
究
ひ
る
は
必
要
で
あ
る
｡

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
式
埜
晶
は
鞠
立
し
て
現
用
す
る
場
合
に

あ
つ
て
も
(
左
)(
右
)の
二
種
は
容
易
に
置
別
せ
ら
れ
'
太
地
産
加
旦
ア
ノ
ー
ソ
ク
レ
ー
ス
の
カ
ー
ル
バ
ー
ド
A
式
埜

晶
は
極
め
て
多
数
を
占
め
て
ゐ
る
が
､
(左
)(
右
)各
略
同
数
に
達
し
で
ゐ
る
｡

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
武
雄
晶
は
板
状
隻
晶
に
多
-
見
出
ruれ
る
が
､
杖
状
結
晶
に
も
ま
ま
見
出
さ
れ
る
｡

第
七
版
､
節
3
閲
は
板
状
結
晶
に
し
て
O
i
o

を
t
接
合
面
と
す
る
カ
ー
ル
ス
5,～
-
-
A
式
(
宕
)壁
晶
で
､
第
八
版
'

第
16
間
は
杖
状
莱
晶
ほ
し
で

010
を
接
合
的
と
す
る
カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド
A
式
(
左
)壁
晶
を
覆
す
｡

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
式
聖
晶
は
期
の
如
-
鞠
漉
し
て
現
出
す
る
数
が
多

いが
､
ア
ル

QJl
イ
ト
式
饗
晶
を
件
以
､
第

1
稽
複
雅
雄
晶
を
構
成
し
､
或
は
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
式
墜
晶
を
件
以
'
第
二
蔑
視
難
埜
晶
を
な
す
外
､
カ
ー
ル
ス

.Pt
-
ド
P3式
､
ア
ク
ラ
イ
ン
A
式
､
錐
面
式
､

ヤ
ネ
バ
ッ
ハ
式
等
の
埜
晶
を
伴
以
､
箪
三
種
複
灘
壁
晶
を
夜
す
｡

㈲
カ
ー
ル
ス

rrJl
I
ド
B
式
壁
晶

C
軸
を
壁
晶
軸
と
し
､
長
軸
壁
面
を
接
合
面
と
す
る
も
の
で
､

100を
接
各

面

と
す
る
膝
は
正
規
の
位
置
を
占
ひ
る
個
鯉
は
後
側
は
､

-)0
0
を
接
合
面
と
す
る
時
は
前
側
に
位
聴
す
る
｡
カ
ー
ル
ス



.ハ
ー
ド
A
式
聖
晶
は
放
け
る
と
同
様
に
前
者
た
(
徳
)壁
晶
､
後
者
を
(
前
)
埜
晶
と
憧
別
す
る
乙
と
は
､
複
郁
雄
晶
の

研
究
は
必
要
で
あ
る
｡

カ

ー
ル
ス
.,l
I
ド
B
式
壁
晶
に
於

い
て
(
前
)
(
徳
)
両
聖
は
独
立
し

て現
出
す
る
場
合

に
も
置
別
し
碍
ら
れ
る
が
､

燭
立
せ
る
も
の
は
ま
だ
本
長
石
に
於

い
て
は
礎
児
さ
れ
粕
｡
カ

ー
ル
ス;
,,
-
ド
B
武
雄
晶
は
'
カ

ー
ル
ス
バ
ー
ド
A

武
雄
晶
と
件
以
第
三
種
複
郁
雄
晶
を
構
成
す
る
｡

購
入
版
'
姉
21
間
は
板
状
結
晶
A
､
B
t

C.
D
の
凹
個
よ
み
な
-
'
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド

A
(右
)I

カ
ー
ル
ス

バ

ー
ド
B
(
徳
)
武
雄
晶
な
る
第
三
柁
複
雅
雄
晶
を
な
す
が
'
桐
膿
B
は
C
軸
を
壁
晶
軸
と
し
て

一
八
〇
度
回
糖
し
て
胸

臆
C
に
1
0
0
を
接
各
面
と
し
て
接
各
す
る
カ
ー
ル
ス
'ri
I
ド
Eq
式
(
前
)埜
晶
散
在
す
.

聞
ア
ク
ラ
イ
ン
A
式
埜
晶

む
軸
む
埜
晶

軸
と
し
底
面
を
接
合
面
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
､
狗
立
し
て
は
ま
だ
見

出

さ

れ
内
が
､
カ

ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
式
及
び
rrq
べ
ノ
式
埜
晶
に
揮
以
七
第
三
種
複
郁
雄
晶
を
構
成
す
る
｡
第
八
版
､

姉
18
閲
は
､

A
.

B
.
C
の
三
結
晶
よ
-
成
る
箪

二
相
枚
雅
雄
晶
､
カ

ー
ル
ス.
バ
ー
ド
A
(着

)～
ア
ク
ラ
イ
ソ
A
式

集
晶
で
あ
る
が
､
A
と
C
と
は
ア
ク
ラ
イ
ン
A
式
隻
晶
む
な
す
.

刷
長

軸
庇
而

武

豊
晶

長
軸
庇
而
(.20
1
)
む
壁
晶
両
と
L

li
八
〇
度
阿
晒
し
､

知
軸
車
面
を
接
合

面
と
す
る
も
の

で
､

010
ほ
て
接
合
す
る
も
の
と

OIoほ
て接
合
す
る
も
の
の
二
聖
に
置
刺
さ
れ
る
｡
前
者
を
義
朝
庇
南
武
(
嘉
)壁
晶

後
者
を
長
軸
此
所
式
(
右
)隻
晶
と
肇

つ
け
る
｡
長
軸
底
面
式
饗
晶
は
燭
立
し
て
は
現
出
せ
巾
が
カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド
A

武
雄
晶
と
件
以
第
三
種
複
郷
壁
晶
9<tJ構
成
し
て
現
出
す
る
.

(

C
)

第

F
種

複

雑

畿

晶

南

紀
恥
牛
坊
邦
人
仙
椎
加
里
ア
ノ
ー
ソ
ク

レ

ー
スに
就

い
て

一
空

三

三



拙

攻

筋
十
七
准

解
三
択

毒

l

三
川

第
.1
種
洩
郵
聖
晶
は
骨
法
壁
晶
と
平
行
度
晶
と
が
接
合
面
を
典
有
す
る
複
灘
壁
晶
群
で
､
其
種
粗
多

FJも
'
太
地

鹿
加
里
ア
ノ
ー
ソ

ク

レ

ー
ス
の
埜
晶
中
に
は
'
ア
ル
バ
イ
ト
ー
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
式
の
も
の
が
決
定
ru
机
で
ゐ
る

の
み
で
あ
る
｡

ア
ル
バ
イ
ト

-
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
武
雄
晶

第
七
版
､
第
9
園
は
四
個
の
結
晶
A
t
B
､

C､
D
よ
-
な
-
節

一
種
複
雅
雄
晶
を
夜
す
｡
相
磯
A
と
B
と
は
カ
ー
ル
ス
.,,
-
ト
A
斌
(
秦
)墜
晶
を
な
し
､
C
と
D
と
は
カ
ー
ル
ス
.I,

-
ド
A
式
(
左
)壁
晶
む
な
し
､
A
と
C
と
は
ア
ル
バ
イ
ト
式
墜
晶
を
な
し
､
B
と

C､
及
び
A
と
D
と
は
ア
ル

バ
イ

ト
-
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
式
饗
晶
を
構
成
す
る
｡

(

め
)
第

二

種

複

雑

聾

晶

第
二
種
挽
雅
壁
晶
は
二
つ
の
平
行
度
晶
が
同

'E
の
両
を
接
各
面
と
す
る
も
の
で
､
カ
ー
ル
ス
バ
ー

ド
A
式
(
右
)壁

晶
と
カ
ー
ル
ス
.Jq
I
ド
A
式
(
左
)
双
晶
と
よ
-
な
る
複
新
壁
晶
換
言
す
れ
ば
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
式
の
栄
片
饗
晶
と

も
栴
す
べ
HTUも
の
と
､
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド

A
l
長
軸
底
面
式
壁
晶
な
る
二
欄
が
現
出
す
る
｡

机
カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド
A
(右

)-
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
(秦
)
式
隻
晶

(
カ
ー
ル
ス
.,l
I
ド
A
式
衆
片
饗
晶
)

第
七

髄
､
雛
10
間
は
五
個
の
板
状
結
晶
A
､
B
t

Ct
n
､
E
よ
-
な
る
凝
離
壁
晶
で
､
個
髄
A
と
B
と
は
カ
ー
ル
ス
';,l

I
ド
A
(左
)壁
晶
､
B
と
C
と
は
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
式
(
右
)壁
晶
を
覆
す
｡
斯
-
三
個
健
の
み
ほ
て
成
る
も
の
も

多
数
見
出
さ
れ
て
ゐ
る
が
､
反
復
し
て
四
個
髄
以
上
連
る
も
の
が
あ
る
が
､
現
在
ま
で
に
見
出
さ
れ
た
も
の
で
は
五

個
鰻
を
越
え
て
ゐ
在

い
0
箪
10
園
は
於

い
て
､
個
鰭
B
C
及
.S
A
c
E
は
太
れ
く

同
定
位
に
あ
っ
て
各
個
鰭
は
交

互
に
定
日仲
に
あ
る
0
2
'.<
は
父
焼
.義
の
架
片
榔
昔
叩
と
75=見
ら
れ
る
0



伺
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド

A
-
義
朝
庇
面
武
雄
晶
ー
カ
ー
ル
ス
バ

ー
ド

A
式
埜
晶
と
長
軸
庇
甫
式
饗
晶
と
が

(010)
敬

接
合
面
と
し
て
件
ふ
複
都
壁
晶
で
､
次
の
四
種
板
が
現
出
す
べ
き
で
あ
る
0

カ
ー
ル
ス
バ

ー
ド
A
(右
)-
長
榊
鹿
田
(
石
)
式
埜
晶

カ
ー
ル
ス
パ

ー
ド

A
(
右
)1
長
軸
庇
而
(左
)式
集
晶

カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド

A
(左
)-
長
軸
庇
面
(
右
)式
埜
晶

カ
ー
ル
ス
パ

ー
ド

A
(左
)-
養
成
軸
面
(左
)式
埜

晶

此
等
の
中
第
二
の
､
カ
ー
ル
ス

パ

ー
ド

A
(左
Y
-
長
軸
庇
面
(
左
)式
壁
晶
を
見
出
し
で
ゐ
る
｡

(
虹
)

第

三

種

複

雑

撃

晶

第
三
積
数
雅
饗
晶
は
二
つ
の
骨
法
壁
晶
又
は
平
行
壁
晶
と
骨
法
饗
晶
は
放
て
p
夫
々
異
在
る
面
を
接
合
面
と
す
る

も
の
で
次
ぎ
の
種
瓶
が
現
出
す
る
｡

川
カ
ー
ル
ス
バ

ー
ド

A
-
錐
面
式
壁
晶

第
七
順
p
第
6
園
は
柱
状
結
晶
p
A
､
B
へ
C
の
三
個
よ
わ
な
-
､
A

J
J
B
と
は
カ
ー
ル
ス

メ

ー
ド

A
式
(
左
)壁
晶
､
A
と
C
t
と
は
錐
面
式
(
右
)壁
晶
を
成
す
｡

カ

ー
ル
ス
バ

ー
ド

A
～
錐
面
武
豊
晶
は
斯
-
猫
立
し
た
る
複
新
壁
晶
を
な
し
て
現
出
す
る
が
､
此
の
外
接
邪
壁
晶

の
複
酢
な
る
張
合
を
を
し

て多
数
の
結
晶
の
基
合
せ
る
場
合

は
其
の

一
部
を
な
し
て
現
出
す
る
｡
カ
ー
ル
ス
メ
ー

ド

A
･-
錐
耐
式
埜
晶
は
次
の
四
種
型

が
現
出
す
べ
き
で
あ
る
｡

カ
ー
ル
ス

.''
-
ド

A
(
宥
)
-
錐
耐
式
(
右
)埜
晶

カ
ー
ル
ス
バ

ー
ド

A
(左
)
-
錐
面
式
(
左
)隻
晶

i;p
紀
火
中
雀
耶
太
地
席
加
即
ア
ノ
ー
リ
ク
レ
ー
ス
に
就

い
て

】
豊

三
五



地

球

姉
十

七

篠

節

三
兆

品

四

三

六

カ
ー
ル
ス
.ハ
ー
ド

A
(
右
)
-
錐
面
式
(
左
)埜
晶

カ
ー
ル
ス
ノ
ー
ド
A
.(
左
)I
錐
面
式
(
右
)壁
晶

節
6
岡
は
最
後
の
も
の
に
属
す
る
｡

物
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
I
ア
ク
ラ
イ
ン
A
式
斐
晶

佃
櫨
A
と
出
と
は
カ
ー
ル
ス
.I,
-
ト
A
式
(
右
)壁
晶
､
第
八
版
､
第
18
脚
は
三
相
の
結
晶
A
､
B
､
C
よ
-
成
る
が

A
と
C
と
は
ア
ク
ラ
イ
ン
A
式
埜
晶
を
成
す
｡
此
の
種
の
79

の
は
あ
ま
ゎ
多
数
に
は
現
糾
せ
ね
が
'
次
の
二
様
を
閲
別
さ
れ
る
｡

カ

ー
ル
T(
rf
I
ド
A
(
右
)
-
ア
ク
ラ
イ
ン
A
式
壁
晶

カ
ー
ル
ス
.ハ
ー
ド
A
(
左
Y
-
ア
ク
ラ
イ
ン
A
式
壁
晶

第
18
間
は
前
者
に
展
す
る
｡

㈱
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
-
マ
ネ
バ
景

式
壁
晶

第
八
朕
､
第
17
園
は
赦
状
結
晶
A
､
B
､

Ct
D
の
四
個
鰭
よ

ゎ
な
る
が
､
個
性
A
と
FQ
と
は
カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド
A
(宥
)饗
晶
､

A
と
C
と
は
マ
ネ
雪

山
壁
晶
を
成
し
A
､

B
及

び
C
の
三
相
樽
に
て
此
の
稀
の
複
酢
集
晶
を
成
す
｡
C
と
D
と
は
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
壁
晶
を
な
す
を
以

て個
鰭
c

D
t
A
も
ま
ね
此
の
種
の
複
郵
斐
晶
む
な
す
｡

第
17
回
は
カ
ー
ル
ス
.',,
-
ド
A
-
マ
ネ
.,～
a
ハ
式
饗
晶
に
於
け
る
二

種
即
ち
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A

(右
)
～
マ
ネ
.,,
三

式
及
び
カ
ー
ル
ス
メ
ー
ド
A

(左
)
-
マ
ネ
バ
ッ
ハ
式
の
基
各
で
あ

(仙
)

る
｡
ク
ロ
ッ
ク
マ
ン
氏
(F
･
K
tockn
ann
)
は
之
聖

丁佃
の
カ
ー
ル
ス
パ
ー
-
饗
晶
が
底
面

(00))ほ
て
再
び
壁
晶
を

な
せ
る
も
の
J
J
さ
れ
て
お
る
が

､
胸
腔
A
C
は
底
面
が
封
種
田
と
在
る
が
､
B
D
二
胸
腔
は
底
面
を
封
栴
面
と
し
て

屠
ら
ぬ
｡
此
の
後
脚
壁
晶
は
A
C
に
て
先
づ

マ
ネ
.･,
ッ
ハ
武
雄
晶
h
.な
し
て
後
夫
々
に
(
右
)(
左
)
の
カ
ー

ル
ス
パ
ー



ド
A
式
壁

晶
を
構
成

せ
る
も
の
で
あ
る
｡

㈲
カ
ー
ル

ス
バ
ー
ド

A
l

･,,
べ
ノ
式
讐

=2

カ
ー
ル

ス
rT

ド

A
-

'
-1

べ
ノ
式
讐

叩
け

瑞
立

し
て
現

糾
す
る
外
､

複

利
響

nn
の
基
各
の

一
部
を
な
し
て
現

出
す
る
0

第
七
版
､

第
8
園
は
二

佃
の
板
状
菅

笠
t

B
､
及
び
杖
状
管

M

c
･
D
よ
ら
成

る
が
,
個
鰻

A
と

B
と
は
カ
ー
ル

ニ

ー

ド

A
(

左)讐
柑
t

A
と
C
と
は

.'1
べ
ノ
(
右
)響

冒

な
す

即
ち

A
､
B
､

C
三
伯
鯉
に
て
此
の
種
の
複
新
讐

M
を
な
す
0

カ

ール
ス

バ

ー
ド

A
L

rl
r･(
ノ
式
讐

川
は
次
の
四
種

カ
ー
ル

ス

バ
ー
ド

A
(右
)
-
.'二
Jへ
ノ
(
右
)
武
豊
晶

カ
ー

ル

ス

バ
ー
ド

A
(
右
)
-
+I,
べ
ノ
(
左

)式
隻
晶

カ
ー

ル

ス

バ
ー
ド
A
(
左
)
-
バ
べ
ノ
(
右

)式
埜
晶

カ
ー

ル

ス

P,,
-

ド
A
(左
)-
バ
べ
ノ
(
左

)式
集
晶

に
匿
別

さ

れ
る
が
､
姉

8
閲
の
A
､
B
､

C
三
伯
憶
､
第

11
岡
の

l部
E
､

D
t

A
三

桐
髄
も
夫

々
警

頑
の
カ
ー

ル

ス

9,

っ

ド
A
(
左
)-
バ
べ
ノ
(宥
)埜
晶

を
成
す
｡

㈲
ヵ

-
ル

ス

パ
ー
ド
A
-
杜

両
式

響
関

節
八
版
,
第

20
間
は
板
状
結
晶

四

胴

A
､

B
､

C
t
D
よ
-
な
る
が

桐

櫨

A
と

P3
,

C
と

D
は
夫
々
カ
ー
ル

ス
バ
ー
ド
A
式
(
右
)
壁
晶
を
在
し
､

A
は
C
に
劃
し

(

ilo)
を

響

嵩

と
す
る

粧
而
式

(右
)等

m
乾
な

し
､

A
t
C
､

D
は
此
の
種
の
複

邪
讐
和
を
な
す
｡

カ
ー
ル

ス

バ
ー
ド
A
I
粧
而
式
壁
晶
は
次
の
闇
種
に
園

別
rJSil
る
C

カ
ー

ル

ス

バ
ー
ド
A
(
右
)
-
杜
而
式
(
宥

)聖
晶

カ
ー

ル

竺

ハ
ー
ド
A
(尭
)-
粧
而
式
(
右

)埜
晶

南
紀

舵
や
拡
榔
太

地
掩

加
州
ア
ノ
ー

ゾ
グ
レ
ー
ス
に
就
い
て

1丑

二1.L



地

球

解
十
七
髄

節
ニ…眺

完

.幻

三

八

カ
ー
ル
メ
.I,l
I
ド
A
(右
)
1
杜
而
式
(
左
)隻
晶

カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド
A
(
左

)-
杜
南
武
(
左
)集
晶

㈲
ヵ
-
ル
ス
バ
:
,1
A
I
カ

ー
ル
ス
バ
ー
ド
pq
武
雄
晶

第
八
版
､
約
21
間
は
薮
状
結
晶
四
個
健
A
､
B
､

C､

D
よ
-,>成
-
t
A
と
B
､
C
と
D
､
は
夫
々
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
(右
)埜
晶
を
な
し
t
B
は
C
は
封
し
カ
ー
ル
ス
バ

ー
ド
Eq
式
(
前
)雄
晶
を
な
し
.

Ct
D
､
Fq
は
カ
ー

ル

ス

バ
ー
ド
A
(
秦

)-
カ
-
･
〝
ス
バ
ー
ド
B
式
(節
)壁
晶
を
か･6

す
o

カ
ー
ル
ス
Jrq
I
ド

A
l
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
B
式
壁
晶
は
次
の
四
項
は
筒
別
n
れ
る
｡

カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド
A
(石
)
-
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
B
(前
)式
饗
晶

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
(左

)-
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
B
(節
)式
壁
晶

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
(着
)-
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
B
(筏
)武
雄
晶

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
(左
)1
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
B
(後
)式
墜
晶

第
21
岡
は
第

.i
の
も
の
は
儀
す
る
.

用

マ
ネ
rJ'l
ッ
バ
I
Qrlべ
ノ
武
豊
晶

此
の
式
の
複
耕
集
晶
は
狗
立
せ
る
も
の
を
見
出
さ
ぬ
が
複
雑
埜
晶
の
集
合
の

4
'
部
分
を
な
し
て
現
出
す
る
｡
第
七
版
､
第
7
間
は
五
個
の
結
晶
A
､
B
t

C､
D
､
E
よ
み
在
る
が
其
の

山
部
c

D
.
E
の
三
伯
鰭
は
此
の
式
の
複
郵
隻
晶
を
在
す
｡

即
ち
個
性

C
と
E
と
は
マ
ネ
バ
ッ
ハ
式
隻
晶
､

C
と
D
と
は
バ

べ
ノ
式
(
左
)壁
晶
を
成
す
｡

マ
ネ
.-,
ヅ
,i
-

㌦
べ
ノ
式
郡
外晶
は
次
の
二
種
を
置
別
ru
S作
る
0



マ
ネ

パ
リ

バ
ー
バ
.･(
ノ
式
(
宥
)壁
晶

マ
ネ
バ
言

1

㌦
べ
ノ
式
(
左
)饗
晶

先
種
高
(
批
膏
)致
接
は
美
濃
囲
中
津
川
､
素
木
及
び
近
江
開
田
の
↓
出
産
の
正
長
雷

讐

琵

つ
dJt
三
伯
讐

(7
)【CC)

箸

に
芝

に
相
常
す
る
複
邪
讐

貰

-

霊

義

響

E
J
J
=

ノ
式
壁
晶
の
中
間
型
の
盈

と
し
三

ネ
'/'l
ッ
バ

式
讐

州
と
し

て報
掌

れ
た
が
､

E,,l
e(
,,l
ヅ
蒜

讐

M
は
前
述
の
警

固
の

蒜

分
C
､

D
､
E
の
開
係
の
畠

と

同

一
と
恩
は
れ
る
｡

.

㈲
ご

ノ
ー

,,～

,I(
ノ
式
讐

州

管

ハ
版
､
第
15
問
は
A
､
B
､

C,
D
の
四
個
鯉
よ
-

-1
､
竺

種
視
都
度
晶

鼠

等

あ
る
が
,
其
の
読

A
,
B
,
C
の
三
佃
鰹
は
･
=

-

=

ノ
式
讐

叩
差

す
｡
佃
管

は
A
に
勤

し

で

(0･2
1
)
を
壁
蕾

と
す
る
･,㍗
(
ノ
式
(
左
)
誓

い
,
個
鰭
C
は
A
に
封
し
(
0
2
1
)

は
警

笛

と
す
る
.I,1
'/!
ノ
式

(
右
)讐

M
h
t構
成
す
る
を
以

て､
個
憎
A
､
P
ap
C
ほ
て
,,,～
,,(
ノ
(左
)-
I,,J
,(
ノ
(
秦
)式
の
複
雑
讐

附
差

す
.

吹

の
三
型
を
匿
別
rJれ
る
｡

バ
べ
ノ
(
右

)I
.'',
べ
ノ
(
右
)式
埜
晶

I,,二
･(
ノ
(
左
)
-
バ
べ
ノ
(
左
)式
埜
晶

I,,,
べ
ノ
(
左
)1
rJ,1
べ
ノ
(
右
)式
埜
晶

禦

べ
-

ア
ル

バ
イ
ト
式
讐

=-

第
七
版
p
管

閲
は
竺

種
複
郵
讐

附
の
集
今

A
､
Fq
.
C
､
D
の
四
掴

膿
よ
-
成
る
が
･

佃
健
C
は
A
と
北
ハに
(021)
違

岳

と
す
る
ご

ノ
式
(
右
)響

叩
差

し
､

Cと
D
と
は
ア
ル

I,,1
ィ
ト
式
警

笛

成
し
,
A
,

C､
D
三
伯
讐

て
,,,1
,,4
ノ
(
右
)-

ル

パ
ィ
ト
式
の
竺

滴
数
蔀
響

m
車
僻
成
す

梢
和
光
や
葦

詑

席
加

耶
ア
ノ

ー

ソ

ク

レ

ー
ス
に
禦

て

亮

完



地

球

る
が
､
次
の
二
型
を
置
別
さ
れ
る
｡

4'',
べ
ノ
(
右
)-
ア
i;
(,,
イ
ト
式
聖
晶

バ
ペ
ノ
(
左
)-
ア
ル

.'rT
ィ
ト
式
埜
晶

10
.''l
べ
ノ
ー
ア
ク
ラ
イ
ン
A
式
埜
晶

節

十

七
昏

節
三
批

一
九

八

siTO

此
の
式
の
複
酢
埜
晶
は
燭
立
し
て
は
現
出
せ
粕
が
､
第
三
種
複
郵
埜
晶
の

集
合
の

1
部
分
を
な
し
て
現
出
L
t
次
の
二
型
を
置
別
さ
れ
る
｡

'''T
べ
ノ
(
宥
)
1
ア
ク
ラ
イ
ン
A
式
隻
晶

''',
ベ
ノ
(
左
)-
ア
ク
ラ
イ
ン
A
式
埜
晶

川
-,,l
べ
ノ
ー

錐
面
式
壁
品

バ
べ
ノ
ー
錐
面
式
壁
晶
は
撃

止
し
て
現
出
す
る
外
'
第
三
株
複
郵
壁
晶
の
集
金

の

一
.

部
分
か
Jな
し
て
現
出
す
る
｡

第
八
版
'
筋
13
岡
は
､
個
性
A
､
B
､
C
の
三
株
状
結
晶
よ
♭
成
る
が
､

A
と
B
と

は
バ
べ
ノ
式
(
左
)壁
品
を
な
し
､

Cと
A
と
は
(i
l
l
)

を
饗
晶
両
と
す
る
錐
面
式

(
右
)埜
晶
を
構
成
し
∵

バ
べ
ノ

(
左
)-
錐
面
式
(
石
)埜
晶
を
覆
す
｡
J

バ
べ
ノ
-
錐
而
式
壁
晶
は
次
の
四
型
を
置
別
rT,れ
る
｡

パ
べ
ノ
(
右
)I
錐
面
(
蘇
)
式
壁
晶

バ
べ
ノ
(
右
)I
雅
而
(
左
)式
壁
晶

バ
べ
ノ
(
左
)-
錐
面
(
令
)式
壁
晶

4',
べ
ノ
(
左
)-

郵
而
(左
)式
壁
晶

第
15
園
は
四
佃
の
杖
状
結
晶
A
､
cQ
､

C､
D
よ
-
な
る
第
三
種
複
蔀
埜
品
の
集
合
な
る
が
A
と
D
と
は
酢
而
式



(
左
)俳
人晶
を
な
し
t
A
と
B
と
は
.,,
ペ
ノ
式
(
左
)壁
晶
､
A
と
C
と
は
'/,
べ
ノ
式
(
右
)仰
首
W
を
な
し
､
第
15
閲
は
バ

'.(
ノ
(
右
)-
錐
術
式
(
左
)壁
品
と
t
P,l
ペ
ノ
(
左
)
-
錐
面
式
(左
)埜
晶
と
の
集
合
で
あ
る
｡

12
マ
ネ
バ
ッ
ハ
-
錐
術
式
饗
晶

マ
ネ
.(,,
ッ
バ
ー

錐
耐
式
饗
晶
は
狗
立
し
て
は
末
だ
現
出
せ
犯
が
､
第
三
種
複
郷
埜

晶
の
張
合
の

一
部
分
と
し
て
現
出
す
る
｡
購
入
版
､
第
14
問
は
杖
状
結
晶
七
個
A
､
B
t

Ct
D
､
E
､
F
t
G
よ

-
な
る
が
t
A
､
Cq
は
マ
ネ
4,1
ッ
ハ
式
埜
晶
､
B
と
G
と
は
(

h
t
)

を
壁
晶
面
と
す
る
錐
而
式
(左
)壁
晶
を
夜
L
A
､

B
t
G
の
三
桐
髄
に
て
マ
ネ
バ
言

1

錐
佃
左
埜
晶
む
な
す
｡
次
の
二
型
を
置
別
さ
れ
る
｡

マ
ネ
バ
ッ
ハ
ー
錐
而
式
(
石
)壁
晶

マ
ネ
バ
ッ
ハ-

錐
面
式
(
左
)壁
晶

(F
)

復

姓

饗

晶

の

集

合

壁
晶
を
講
究
す
る
に
多
数
の
個
性
が
集
合
し
て
'

1[
兄
不
規
則
な
る
集
合
の
如
-
m
心惟
せ
ら
れ
る
が
､
火
山
岩
中

に
蹴
晶
と
な
れ
る
も
の
ほ
て
は
'
精
査
す
れ
ば
前
掲
の
複
卿
埜
晶
の
基
各
で
あ
る
｡
今
を
の
数
例
を
見
る
に
CJ

第
七
版
'
第
5
間
は
七
個
の
.結
晶
の
集
合
で
あ
る
が
､
A
と
B
t
E
と
FElと
は
夫
々
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド

A
式
(
右
)

壁
晶
､
C
と
D
と
は
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド

A
式
(
左
)壁
晶
t
G
と
B
と
は
バ
べ
ノ
式
(
左
)埜
晶
を
な
す
外
､
C
と
Fq
と

は
バ
べ
ノ
式
へ
右
)埜
晶
､
C
と
E
と
は
バ
べ
ノ
式
(
左
)饗
晶
を
な
す
を
以
て

A
､
B
t
C
は
カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド

A
(右
)-
バ
ベ
ノ
式
(
右
)饗
晶

B
､

Ct
D
は
カ
ー

ル
ス
.,,
-
ド

A
(
左

)-
.(
べ
ノ
式
(
宥
)壁
品

Ct
D
､
E
は
カ
ー
ル
ス
バ

ー
ド

A
(左
)-
バ
べ
ノ
式
(
左
)埜
晶

摘
紀
火
中
他
郷
太
地
締
加
即

ア

ノ
ー

ソ
ク

レ
ー

ス
に
就

い
て

t
先

灼

一



地

球

節
十
七
容

節
三
幼

さ
0

円
ニ

C､
E
t
F
は
カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド
A
(右
)-
バ
べ
ノ
式
(
左
)
埜
晶

A
t
B
t
G
は
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
(
宥
)1
㌦
べ
ノ
式
(
左
)隻
晶

で
節
5
園
は
前
掲
五
式
の
箪
三
蔵
複
郵
壁
品
の
基
合
の
輔
係
に
あ
る
｡

第
7
問
は
二
個
の
放
状
結
晶
A
､
B
と
､
三
個
の
杖
状
結
基

C､
D
､
E
の
基
金
で
あ
る
が
､
A
と
B
と
は
カ
ー

ル
ス
5',
-
ド
A
(左
)壁
晶
､
B
と
C
と
は
錐
面
式
(
右
)饗
晶
､

C
と
丑
と
は
マ
ネ
バ
ッ
ハ
式
饗
晶
t

C
と
D
と
は
バ

べ
ノ
式
(
左
)壁
晶
を
な
し
で

A
､
B
､
C
は
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
A
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錐
面
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晶
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､
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右
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､
節
7
園
は
此
の
三
式
の
第
三
種
複
郵
聖
晶
の
基
各
の
袖
係
は
あ
る
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外
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第
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第
八
版
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第
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.
第
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々
第
三
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新
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晶
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各
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あ
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著
し
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複
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る
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の
の
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即
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い
て
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る
ほ
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七
個
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状
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A
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､
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右
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右
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右
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1
九
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上
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八
佃
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第
三
耗
複
郵
壁
晶
と
第
二
種
凝
郊
聖
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ー
ル
ス
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ー
ド
A
(
右

)-
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ー
ル
ス

バ
ー
ド

A
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(
左
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晶
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張
合
の
闘
係
に
あ
る
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節
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岩
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岩
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岩
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ノ
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あ
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光
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似
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サ
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ソ
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す
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す
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ら
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な
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伐
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越
中
臭
羽
山
及
び
其
の
西
南
丘
陵
地
髄
の
地
形
学
的
考
察

市

ノ

渡

緒

言

英
羽
山
の
地
形
に
隅
し

ては
､
既
に
辻
村
助
教
授
が

大
正
十
小Tti年
は
饗
表
さ
れ
た

｢
飛
騨
山
脈
の
北
報
に
於

け
る
断
層
崖
の

一
形
式
｣
の
諭
文
中
は
其
の
大
要
教
諭

ぜ
ら
れ
光
｡
英
羽
山
及
び
其
の
四
滴
丘
陵
地
の
地
質
に

就

い
て
は
横
山
博
士
が
昭
和
五
年
に

｢
石
川
富
山
爾
腺

下
の
第
三
紀
層
概
観
｣
と
云
ふ
論
文
を
壁
表
せ
ら
れ
､

そ
の
中
に
英
羽
山
の
地
層
を
も
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
0
此

の
外
地
形
､
地
質
に
銅
す
る
文
厭
は
殆
ど
を

い
様
で
あ

る
0
筆
者
は
昨
年
兼
度
々
英
羽
山
に
族
す
る
磯
骨
む
程

ね
､
其
の
後
望
月
撃
士
､
波
速
光
撃
士
､
飯
坂
撃
士
等

の
諸
撃
友
と
典
に
同
地
方
に
遊
び
種
々
興
味
あ
る
意
見

を
聞
-
rJ
と
が
粗
雑
ね
.
特
に
先
輩
の
今
村
畢
士
は
日

下
越
中
八
尾
の
第
三
紀
層
の
研
究
中
ほ
し
で
'
此
の
論

文
凝
表
に
つ
い
て
も
種
々
有
益
在
る
示
教
は
接
し
た
こ

と
を
鑑
に
粍
-
戚
謝
す
る
次
第
で
あ
る
｡

筆
者
の
研
究
は
主
と
し
て
地
形
で
あ
っ
て
､
其
れ
に

閥
す
る
地
質
む
も
出
凍
得
る
阻
み
調
査
し
て
兄
た
が
､

卒
寒
在
る
丘
陵
地
政
非
常
は
多
-
の
困
難
を
問
題
に
ぶ

つ
か
-
'
到
底
論
文
と
し
て
完
金
,<TJ
期
す
る
事
は
不
可


